
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

 

 新聞等の報道によると、熱中症による緊急搬送が全国的に増えているようです。県内でも熱中

症による搬送が連日報道されています。特にマスクを着用していると脱水症状を起こしやすくな

るため、屋外ではマスクを外す必要も報道されています。 

 そこで、学校では次の取組を行い、子どもたちの健康管理に努めています。 

〇 毎朝の健康観察により、子どもたちの健康状況の把握に努めています。 

〇 窓の換気を行いながら、エアコン・扇風機を効果的に使用しています。 

〇 こまめに水分補給をするように声掛けをしています。 

〇 体育科の活動、外遊びの際は、マスクを外して活動しています。 

〇 屋外での活動時には、帽子をかぶるように話しています。 

〇 登下校時はマスクを外すように話しています。 

 ご家庭でも、「十分な量が入った水筒の持参」「十分な睡眠と栄養」「気候に応じた衣服の調節」

のご協力をお願いいたします。 
 

 

 あっという間に７月です。１学期も残りわずかとなりました。 

１学期のまとめの式＝終業式に向けて、「分かる・できる授業」の展開を

とおした学習のまとめと、「あいさつ・返事・整理整頓」の徹底による基本

的な生活習慣の定着、そして夏休みに向けた生活の仕方の確認等にしっか

りと取り組んでいきます。また、持ち帰るものが多くなりますので、計画

的に持ち帰ることができるように、袋を持たせてください。 

 なお、来週の７月１１日（月）には、本年度初めての授業参観があり

ます。１学期間に成長した子どもたちの姿をご覧ください。 
 
 

 普段の生活の充実とともに、子どもたちが楽しみにしている夏休みに向けて、あら

ためて「子どもの事故防止」について指導を行っています。 

 交通事故では、道路の横断の仕方と飛び出しをしないことについて繰り返し指導を

行ってきました。また、自転車に乗る時にヘルメットを着用することの大切さも指導

し、自転車に乗るときは全員が必ずヘルメットを着用するように指導しています。 

 不審者出没の情報等、不審者に関する事案が増加しています。保護者の皆様や見守り隊の皆様、

育成会の皆様、地域の皆様にご協力をいただき、本校では不審者による被害はゼロの状況ですが、

不審者による被害は夏に増える傾向にあります。「いかのおすし」を徹底すること、「防犯ブザーを

携帯する」こと、できるだけ「複数で行動する」ことを繰り返し指導しています。 

 さらに、川や池、沼、側溝に近づかないこと、火遊びはしないことも確認していきます 

 事故から子どもたちを守るために、学校では子どもたちに、何度も何度も指導を行っていきます。

ご家庭でも、事故に遭わないためのきまりを話題にしていただきたいと思います。 
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